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令和 7年度 千代田区ジェンダーに関する意識・実態調査 概要 

 

１ 調査の目的 

   千代田区は、平成９年３月に、最初の「千代田区男女平等推進行動計画」を策定して以来、

計画の改定を重ね、令和４年３月に策定した第６次千代田区ジェンダー平等推進行動計画で

は、「性別による不平等がなく、だれもが自分で生き方を選ぶことができ、 その選択が認めら

れて参画できる社会の実現」を基本理念に掲げ、さまざまな施策を推進してきた。令和８年度

に第６次計画の計画期間が終了することに伴い、（仮称）第７次千代田区ジェンダー平等推進行

動計画の策定を予定している。 

  本調査は、第６次計画の評価と、第７次計画の策定に向けた区の現状と課題を把握するた

め、区民・区内事業所に対し行うものである。 

 

２ 調査の設計 

 

（１）調査地域 

    千代田区全域 

 

（２）調査対象・標本数 

 調査対象 標本数 

ア 区民向け調査 満１８歳以上の区民 1,500 

イ 青少年向け調査 満１３歳以上満１８歳未満の区民   1,500 

ウ 事業所向け調査 区内の従業員１名以上の事業所 1,100 

  ※１回収率はいずれも 30％を想定。 

  ※２基礎データとして有用なものとなるよう、330～400程度の標本数を確保。 

 

（５）調査・抽出方法 

    上記（２）ア～ウについて無作為抽出を行い、郵送・インターネットにより回答を収集する。 

 

（６）調査期間 

    令和 7年 7月下旬～8月下旬 

 

（７）調査項目 

    裏面『４ 調査項目』参照 
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３ 周知及び報告関連のスケジュール 

  

（１）調査の周知 

    広報千代田７月 20日号に掲載、ホームページで周知 

 

（２）報告関連 

  ①速報値（生データ・単純集計・クロス集計）及び報告書＝令和 7年 10月下旬（予定） 

  ②報告書 

   ・納品：令和 8年 1月下旬 

   ・報告：令和８年３月 男女平等推進委員会、男女平等推進区民会議で結果報告 

       令和８年３月下旬 各課送付 

   ・公表：令和８年３月（区ホームページで公表） 

 

４ 調査項目 

○設定意図 

 前回調査（令和 2年度）から、社会全体のジェンダーに対する価値観が変化していることを鑑

みて、用語や制度の認知度を計る設問や、男女の地位が「平等」であるか等、性別に基づいた設

問を削除・一部修正した。代わりに区民の身の回りでジェンダーについて考えたことや、ジェン

ダーの違いによって不利益を被った経験等、より実生活に身近な実態を問うような設問を新

規に設定している。 

 （仮称）第 7次計画の方向性として数値上の平等を目指すのではなく、区民の生活において、

ジェンダーの違いによって生じる不満・不利益を解消すること（ウェルビーイングの向上）を志

向するためである。 

 

○主な設問項目等 

調査対象 設問項目数 設問項目（案） 

区 民 

 

概ね５５問

程度 

一部に記述

式回答 

を含む 

属 性（７項目１０設

問） 

（１）「性別」 

（２）「年代」 

（３）「居住地域」 

（４）「職業」 

（５）「結婚の有無・働き方」 

（６）「子どもの有無・末子の年代」 

（７）「要介護・介助者の有無」 
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調査対象 設問項目数 設問項目（案） 

継 続（７項目３４設

問）※分岐含む 

(1)「回答者属性」 

(2)「ジェンダー平等意識・性別役割分担意識」 

(3)「教育」、「結婚・子育て・介護と仕事」、 

(4)「ワークライフバランス」 

(5)「性・暴力表現・DV・ハラスメント」 

(6)「LGBTQ」 

新 規（６項目１８設

問）※分岐含む 

（１）「ジェンダー平等意識・性別役割分担意識」 

（２）「結婚・子育て・介護と仕事」 

（３）「ワークライフバランス」 

（４）「性・暴力表現・DV・ハラスメント」 

（５）「LGBTQ」 

（６）「性差等による不利益」 

青少年 

概ね 30問

程度 

一部に記述

式回答 

を含む 

属 性（３項目 3 設

問） 

(1) 「性別」 

(2) 「学年」 

(3) 「父母の勤務形態」 

継 続（８項目 24

設問）※分岐含む 

（１）「回答者属性」 

（２）「父母の就業状況」 

（３）「ジェンダー平等に関する意識」 

（４）「学校生活・日々の生活」 

（５）「将来（職業・結婚等）」 

（６）「性・暴力表現・デート DV」 

（７）「LGBTQ」 

（８）「その他」 

新 規（2項目 5設

問） 

（１）「ジェンダー平等に関する意識」 

（２）「学校生活・日々の生活」 

事業所 

概ね４０問

程度 

一部に記述

式回答 

を含む 

属 性（5項目 5設

問） 

(1) 「業種」 

(2) 「従業員規模」 

(3) 「資本金」 

(4) 「従業員の雇用形態」 

(5) 「従業員の平均年齢・平均勤続年数」 

継 続（7 項目 33

設問）※分岐含む 

（１）「回答者属性」 

（２）「女性活躍推進状況」 

（３）「育児・介護と仕事の両立」 

（４）「ワークライフバランス」 

（５）「ハラスメント防止の取組状況」 

（６）「LGBTQ」 
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調査対象 設問項目数 設問項目（案） 

（７）「その他」 

新 規（2項目 3設

問）※分岐含む 

（１）「回答者属性」 

（２）「女性活躍推進状況」 

 


